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種
稲
秀
司 

提
出 

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
第
二
次
幣
原
外
交
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
相
克

　
　
　

―
協
調
外
交
か
ら
ア
ジ
ア
主
義
外
交
へ
の
道
―
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　

申
請
論
文
は
、
満
洲
事
変
発
生
の
前
史
か
ら
満
洲
国
建
国
に
至
る
時
期
の
、
い
く
つ
か
の

場
面
を
取
り
上
げ
、
こ
の
時
期
の
日
本
外
交
の
特
質
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
全

八
章
に
序
論
と
終
章
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
満
洲
事
変
の
前
史
で
あ
る
中
ソ
紛
争
、
ア
ジ
ア

主
義
外
交
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
現
実
的
基
盤
に
な
り
う
る
可
能
性
の
あ
っ
た

日
中
兵
器
同
盟
、
事
変
の
解
決
を
目
指
す
交
渉
、
の
三
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
「
序
論
」
で
は
、
近
年
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、
本
論
の
視
角
と
方
法
を
明
示
す
る
。
近
年
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の
国
際
関
係
史
的
研
究
は
、
第
二
次
幣
原
外
交
期
（
浜
口
・
第
二
次
若
槻
内
閣
期
）
の
幣
原

外
交
は
崩
壊
過
程
に
あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
基
く
協
調
外
交
を
再
編
し
、
日
本
が
列
国

の
対
中
政
策
を
主
導
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、

第
二
次
幣
原
外
交
に
は
ア
ジ
ア
主
義
思
想
に
基
づ
く
「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
外
交
」、
す
な
わ

ち
後
の
広
田
弘
毅
・
重
光
葵
の
外
交
政
策
に
つ
な
が
る
路
線
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と

す
る
。
国
際
連
盟
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
秩
序
形
成
を
目
指
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
は
中

国
を
対
象
に
列
国
協
調
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
世
界
の
自
律
的
地
域
秩
序
形
成
を
目
指
し
た
。
し

か
し
後
者
は
中
国
の
民
族
運
動
や
ソ
連
の
革
命
外
交
、
米
国
の
理
念
外
交
な
ど
に
よ
り
崩
壊

の
危
機
に
ひ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
発
生
し
た
中
ソ
紛
争
・
満
洲
事
変
に
対
し
、
日
本

外
務
省
が
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
い
か
に
対
処
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
ソ
連
や
中
国

各
勢
力
の
動
向
を
重
要
な
政
策
形
成
要
因
と
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の

日
本
の
外
交
政
策
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
論
の
課
題
と
す
る
。

　

第
一
章
「
第
二
次
幣
原
外
交
初
期
の
日
中
交
渉
」
は
、
昭
和
四
年
の
中
ソ
紛
争
に
際
し
、
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幣
原
喜
重
郎
外
相
が
ど
の
よ
う
な
調
停
を
行
っ
た
か
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
南
京
政
府

が
不
平
等
条
約
打
破
を
掲
げ
て
革
命
外
交
を
展
開
し
、
米
国
も
中
国
の
関
税
自
主
権
を
認
め

る
な
ど
、
日
本
が
外
交
的
孤
立
化
を
深
め
る
中
、
東
北
政
権
が
東
支
鉄
道
の
強
制
回
収
に
乗

出
し
た
こ
と
に
対
し
、
ソ
連
が
武
力
行
使
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
奉
ソ
戦
争
（
中
ソ
紛

争
）
と
な
っ
た
。
ソ
連
の
強
力
な
軍
事
力
に
圧
倒
さ
れ
た
中
国
は
、
国
際
連
盟
や
列
国
の
調

停
を
求
め
る
が
効
を
奏
せ
ず
、
日
本
も
調
停
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幣
原
は
既
存
条
約
に

基
づ
い
た
斡
旋
を
試
み
、
奉
ソ
交
渉
（
地
方
間
交
渉
）
を
勧
告
し
、
結
果
的
に
日
本
の
思
惑

通
り
の
紛
争
終
結
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
終
結
は
、
多
国
間
の
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
が
機

能
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
調
停
が
既
存
秩
序
維
持
を
第
一
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
中
国
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。

　

第
二
章
「
対
満
行
政
機
関
統
一
問
題
と
一
九
二
九
年
中
ソ
紛
争
」
は
、
紛
争
勃
発
直
後
に

出
さ
れ
た
中
国
軍
・
軍
需
物
資
輸
送
に
関
す
る
内
訓
第
四
号
問
題
を
取
り
上
げ
、
満
洲
・
中

国
を
め
ぐ
る
日
本
の
二
重
外
交
、
四
頭
政
治
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
東
北
政
権
の
排
日
姿
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勢
に
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
在
満
日
本
官
憲
は
、
ソ
連
の
脅
威
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
対
日
姿
勢
を
好
転
さ
せ
る
た
め
、
外
務
省
に
諮
る
こ
と
な
く
、
満
鉄
に
よ
る
中
国
軍
輸
送

を
大
幅
に
制
限
す
る
訓
令
を
出
し
た
。
し
か
し
こ
の
変
更
は
南
京
政
府
の
対
日
不
信
を
増
幅

さ
せ
、
日
中
関
係
改
善
の
必
要
か
ら
外
務
省
は
輸
送
制
限
を
解
除
さ
せ
た
。
こ
の
問
題
を
き

っ
か
け
に
奉
天
総
領
事
は
、
東
京
と
在
満
官
憲
の
対
応
の
相
違
と
い
う
四
頭
政
治
の
弊
害
矯

正
の
た
め
に
組
織
改
革
を
目
指
す
が
、
抜
本
的
な
解
決
は
な
さ
れ
ず
、
対
満
行
政
機
関
の
不

統
一
と
い
う
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
満
洲
事
変
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
三
章
「
一
九
二
九
年
中
ソ
紛
争
の
『
衝
撃
』」
は
、
紛
争
を
通
じ
て
、
陸
軍
が
ソ
連
軍

の
軍
事
力
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
れ
を
い
か
な
る
教
訓
と
し
た
か
を
検
討
す
る
。
紛
争

前
、
陸
軍
は
ソ
連
軍
を
将
来
的
な
脅
威
と
し
、
実
力
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
が
、
紛
争
時
の

ソ
連
軍
を
詳
細
に
観
察
し
た
結
果
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
脅
威
が
復
活
し
、
極
東
の
軍
事
バ
ラ

ン
ス
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
た
。
陸
軍
中
央
は
満
蒙
有
事
を
想
定
し
て
航
空
力
・
火

砲
強
化
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
が
、
政
府
の
支
持
を
え
ら
れ
ず
、
軍
内
部
で
は
ソ
連
軍
の
弱
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点
の
強
調
が
復
活
し
、さ
ら
に
東
北
政
権
が
軍
事
的
に
無
力
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

関
東
軍
は
自
力
で
ソ
連
に
備
え
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
に
至
っ
た
。

　

第
四
章
「
満
洲
事
変
前
の
奉
天
兵
工
廠
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
」
は
、
軍
事
力
強
化
を
目
指

す
南
京
政
府
や
東
北
政
権
に
対
し
、
列
国
に
対
抗
し
て
日
本
が
東
北
政
権
に
い
か
な
る
売
り

込
み
工
作
を
展
開
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
宇
垣
一
成
陸
相
の
も
と
で
対
支
武
器
禁
輸
協

定
を
廃
棄
し
、
東
北
政
権
へ
の
武
器
輸
出
を
開
始
し
、
同
政
権
の
軍
工
廠
へ
も
日
本
人
技
術

者
を
数
多
く
派
遣
し
、
日
本
制
式
に
よ
る
統
一
を
目
指
し
た
。
ま
た
東
北
政
権
に
深
い
人
脈

を
持
つ
深
沢
暹
を
総
領
事
館
嘱
託
に
雇
用
し
、
そ
の
人
脈
を
通
じ
て
兵
器
同
盟
の
提
案
や
売

り
込
み
を
図
っ
た
。
い
く
つ
か
の
売
り
込
み
に
は
成
功
す
る
が
、
ド
イ
ツ
製
な
ど
に
比
較
す

る
と
価
格
も
高
く
、
支
援
体
制
も
十
分
で
は
な
く
、
奉
天
兵
工
廠
の
日
本
人
技
術
者
も
激
減

し
、「
兵
器
同
盟
」
は
成
ら
な
か
っ
た
。

　

第
五
章
「
満
洲
事
変
と
五
大
綱
目
を
め
ぐ
る
解
決
交
渉
」
は
、
満
洲
事
変
が
、
政
府
・
陸

軍
中
央
の
意
図
を
越
え
て
拡
大
し
、
既
成
事
実
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
る
中
、
外
相
幣
原
が
作



─ 6 ─

成
し
た
事
変
解
決
の
日
本
側
条
件
で
あ
る
五
大
綱
目
に
着
目
し
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
る
に
至

る
経
過
、
そ
れ
を
も
と
に
連
盟
や
中
国
の
南
京
・
広
東
政
府
と
の
交
渉
が
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
本
で
は
満
洲
事
変
以
前
か
ら
満
蒙
問
題
は
地
方

的
に
解
決
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
事
変
勃
発
後
は
事
変
処
理
と
懸
案
解
決
を
あ
わ
せ
た

「
満
蒙
問
題
一
併
解
決
」
を
掲
げ
た
。
し
か
し
南
京
政
府
は
、
ま
ず
事
変
の
解
決
す
な
わ
ち

軍
隊
の
駐
屯
地
へ
の
撤
退
を
主
張
し
て
国
際
的
な
紛
争
解
決
を
目
指
し
た
。
直
接
交
渉
が
進

ま
な
い
中
で
日
本
軍
に
よ
る
既
成
事
実
が
進
行
し
、
外
務
省
の
南
京
政
府
と
の
交
渉
に
よ
る

解
決
は
遠
の
き
、
現
地
解
決
の
勢
力
が
強
く
な
り
、
五
大
綱
目
の
作
成
に
至
っ
た
と
い
う
。

日
本
は
国
際
連
盟
を
利
用
し
て
南
京
政
府
に
五
大
綱
目
を
認
め
さ
せ
、
現
地
諸
組
織
と
の
交

渉
に
よ
る
懸
案
解
決
を
図
る
方
針
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
は
南
京
と
広
東
政
府
と
の
対

立
な
ど
混
乱
を
極
め
て
い
た
が
、
五
大
綱
目
を
認
め
ず
、
撤
兵
と
満
蒙
懸
案
解
決
を
分
離
す

る
態
度
を
変
え
な
か
っ
た
。
両
国
の
板
挟
み
に
あ
っ
た
連
盟
理
事
会
は
い
っ
た
ん
中
国
側
に

沿
っ
た
決
議
を
採
択
し
、日
本
側
の
強
い
反
発
を
受
け
る
。
そ
の
後
連
盟
は
日
本
に
接
近
し
、
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日
本
も
満
洲
と
中
国
の
特
殊
な
事
態
を
強
く
訴
え
、
五
大
綱
目
を
修
正
し
つ
つ
調
査
委
員
派

遣
を
提
案
す
る
。
こ
う
し
て
昭
和
六
年
末
に
再
開
さ
れ
る
連
盟
理
事
会
で
は
、
撤
兵
問
題
を

棚
上
げ
し
て
調
査
委
員
派
遣
が
議
論
の
焦
点
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

第
六
章
「
満
洲
事
変
に
お
け
る
錦
州
中
立
地
帯
設
置
問
題
の
再
検
討
」
は
、
満
洲
事
変
解

決
の
大
き
な
機
会
だ
っ
た
と
さ
れ
る
錦
州
進
攻
、
中
立
地
帯
設
置
問
題
と
連
盟
理
事
会
の
議

論
を
並
行
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
錦
州
問
題
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
方
針

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
日
本
は
連
盟
が
中
国
の
全
般
的
調
査
を
目
的
と

し
た
調
査
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
求
め
、
南
京
政
府
は
日
本
の
撤
兵
と
中
立
国
監
視
下
で

の
調
査
、
国
際
会
議
に
よ
る
解
決
を
求
め
る
が
、
日
本
側
提
案
の
線
で
調
査
団
派
遣
が
決
ま

っ
た
こ
と
は
幣
原
外
交
の
勝
利
だ
っ
た
。
し
か
し
七
年
一
月
の
錦
州
進
攻
と
第
一
次
上
海
事

変
に
よ
り
、
小
国
の
発
言
権
が
連
盟
内
で
高
ま
り
、
そ
の
流
れ
が
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
の
採
択

に
つ
な
が
り
、
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
日
本
の
国
際
的
解
決
は
失
敗
に
終
わ
り
、

連
盟
脱
退
と
日
本
を
主
体
と
す
る
地
域
秩
序
形
成
を
目
指
す
、「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
外
交
」
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が
登
場
す
る
。

　

第
七
章
「
満
洲
事
変
に
お
け
る
ハ
ル
ビ
ン
進
攻
過
程
」
は
、
各
種
勢
力
角
逐
の
場
と
な
っ

て
い
た
ハ
ル
ビ
ン
に
対
し
、
陸
軍
は
ソ
連
の
軍
事
行
動
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、
事

変
の
早
期
解
決
論
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
ハ
ル
ビ
ン
進
攻
に
踏
み
切
っ
て
そ
の

混
乱
を
収
め
、
満
洲
国
建
国
に
め
ど
を
つ
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
八
章
「
満
洲
事
変
直
前
期
の
満
洲
航
空
路
設
置
問
題
」
は
、
陸
軍
省
と
逓
信
省
の
提
案

に
よ
り
、
大
倉
組
が
主
に
な
っ
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
東
北
政
権
と
の
航
空
事
業
合
弁
交
渉
の

顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
。
中
国
へ
は
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
が
積
極
的
に
定
期
航
空
路
開
設
、

航
空
機
売
り
込
み
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
日
本
も
軍
事
的
観
点
か
ら
満
洲
へ
の
定
期
航

空
路
開
設
な
ど
、
東
北
政
権
と
深
い
経
済
関
係
を
持
つ
大
倉
組
を
正
面
に
立
て
て
具
体
的
な

交
渉
を
開
始
す
る
。
し
か
し
折
か
ら
の
不
況
、
技
術
力
の
不
足
な
ど
に
よ
り
満
洲
事
変
以
前

に
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
「
終
章
」
で
は
、「
序
論
」
に
示
し
た
三
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
第
一
の
課
題
で
あ
る
「
満
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蒙
問
題
と
四
頭
政
治
」、
第
二
の
「
中
国
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
と
日
本
外
交
の
対
応
」、
第
三
の

課
題
「
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
の
機
能
」
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
、
第
二
次
幣
原
外
交
に
お

い
て
形
成
さ
れ
た
「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
外
交
」
が
そ
の
後
も
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

　

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　　

十
五
年
戦
争
と
す
れ
ば
そ
の
開
戦
に
あ
た
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
あ
る
い
は
太
平
洋

戦
争
と
い
え
ば
、
直
接
的
前
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
満
洲
事
変
に
つ
い
て
は
、
発
生
か

ら
満
洲
国
建
国
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
日
本

の
国
内
世
論
形
成
、
陸
軍
中
央
・
出
先
の
大
陸
政
策
、
外
務
省
の
外
交
政
策
と
い
っ
た
国
内

的
視
点
か
ら
は
多
様
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
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本
論
文
は
そ
の
よ
う
な
研
究
を
踏
ま
え
、
満
洲
・
中
国
本
土
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
ソ
連
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
客
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
中
国
国
内
情

勢
の
二
つ
を
大
き
な
要
素
と
し
て
取
り
込
み
、
満
洲
事
変
発
生
前
史
の
中
ソ
紛
争
調
停
か
ら

事
変
解
決
に
向
け
て
の
調
停
交
渉
に
お
い
て
、
旧
外
交
に
代
わ
る
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
、
国

際
連
盟
理
事
会
を
舞
台
に
し
た
新
外
交
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
、
発
揮
さ
れ
た
の
か
を
検
討

し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
第
二
次
幣
原
外
交
を
満
洲
既
得
権
益
擁
護
と
防
共
、
お
よ
び
対
列
国

関
係
の
安
定
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
、
第
二
次
幣
原
外
交
を

初
期
ア
ジ
ア
主
義
外
交
と
位
置
づ
け
、
幣
原
外
交
と
そ
れ
以
後
の
広
田
・
重
光
外
交
と
の
継

続
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
活
動
の
取
締
り
を
名
目
に
し
た
東
支
鉄
道
の
中
国
へ
の
利
権

回
復
運
動
か
ら
始
ま
っ
た
中
ソ
紛
争
（
奉
ソ
戦
争
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
扱
っ
た
第
一
章
か

ら
第
三
章
、
満
洲
事
変
勃
発
後
の
国
際
連
盟
理
事
会
を
舞
台
に
し
つ
つ
、
中
国
・
日
本
の
国

内
事
情
・
政
策
に
強
く
左
右
さ
れ
つ
つ
展
開
す
る
調
停
交
渉
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
た
第
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五
・
六
章
、
ア
ジ
ア
主
義
外
交
・
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
現
実
的
基
盤
に
な
る
可
能
性
の

あ
っ
た
日
中
兵
器
同
盟
を
扱
っ
た
第
四
・
八
章
の
三
つ
の
主
題
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
テ
ー
マ
で
あ
る
中
ソ
紛
争
に
関
わ
る
各
章
は
、
従
来
本
格
的
に
は
研
究
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
。
第
一
章
は
、
中
ソ
紛
争
に
つ
い
て
、
国
際
連
盟
・
ワ
シ
ン
ト
ン
体

制
と
い
う
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
な
か
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
間
隙

を
つ
い
た
旧
外
交
的
な
視
点
か
ら
す
る
幣
原
の
調
停
姿
勢
を
解
明
し
た
。
第
二
章
は
中
ソ
紛

争
に
際
し
て
表
面
化
し
た
、
満
洲
に
お
け
る
二
重
外
交
・
四
頭
政
治
を
扱
い
、
そ
れ
が
克
服

さ
れ
ず
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
第
三
章
は
陸
軍
が
奉
ソ
戦
争
か

ら
学
ん
だ
も
の
が
何
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
章
は
、
満
洲
事
変
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
論
者
が
最

初
に
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
で
あ
り
、
す
で
に
主
要
部
分
は
全
国
的
学
会
誌
に
発
表
さ
れ
、
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
中
国
や
ソ
連
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
国
際
連
盟
を
舞
台
に
し

た
大
戦
後
の
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
国
々
・
地
域
に
、
そ
れ
が



─ 12 ─

ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
注
目
す
べ
き
業
績
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
問
題
を
通
じ
て
露
呈
し
た
日
本
外
交
の
矛
盾
、
陸
軍
の
問
題
点
の
指
摘
も
当
該
分

野
の
研
究
史
に
新
た
な
蓄
積
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
テ
ー
マ
は
、
国
際
連
盟
理
事
会
を
舞
台
に
し
た
、
満
洲
事
変
の
調
停
交
渉
で
あ
る
。

第
五
章
で
主
題
と
し
て
い
る
五
大
綱
目
の
策
定
過
程
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
理
事
会
に
お
け

る
応
酬
な
ど
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
は
意
外
に
少
な
い
。
幣
原
が
次
々
に
進
む
既
成
事
実

を
前
に
、
五
大
綱
目
と
し
て
日
本
の
調
停
条
件
を
作
成
し
て
い
っ
た
こ
と
、
日
本
の
条
件
、

中
国
の
要
求
に
対
し
て
、
理
事
会
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
列
国
と
中
国
に
同
情
的
な
小
国
の

角
逐
、
さ
ら
に
第
六
章
に
お
い
て
叙
述
さ
れ
る
調
査
団
の
性
格
を
め
ぐ
る
日
本
の
主
張
と
そ

れ
を
め
ぐ
る
中
国
と
連
盟
理
事
会
各
国
の
対
応
な
ど
、
こ
の
二
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
経
過

は
、
満
洲
事
変
史
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

　

第
三
の
テ
ー
マ
は
、
奉
天
兵
工
廠
と
航
空
路
開
設
の
二
つ
を
通
じ
て
見
ら
れ
た
日
中
兵
器

同
盟
の
問
題
で
あ
る
。
公
文
書
に
兵
器
輸
出
に
関
す
る
事
実
は
残
る
こ
と
が
少
な
い
な
か
、
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残
さ
れ
た
貴
重
な
私
文
書
に
よ
り
、
事
変
直
前
の
日
本
の
思
惑
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
貴
重

で
あ
る
。

　

全
体
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
第
五
・
六
章
と
、
そ
の
成
果
で
も
あ
る
第
二
次
幣
原

外
交
の
性
格
付
け
を
め
ぐ
っ
て
は
課
題
を
残
し
て
い
る
。「
五
大
綱
目
」
を
大
き
く
評
価
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
成
立
そ
の
も
の
、
修
正
を
緻
密
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
第
二
次
幣
原
外
交
の
性
格
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
次
幣
原
外
交
を

「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
外
交
」
と
し
て
後
の
時
代
と
の
連
続
性
を
重
視
す
る
新
し
い
視
点
を
提

出
す
る
が
、
重
光
な
ど
と
の
違
い
な
ど
内
容
が
鮮
明
で
な
い
。
ま
た
第
一
次
幣
原
外
交
と
の

断
絶
が
あ
っ
た
と
す
る
の
か
、
な
ど
の
疑
問
に
も
答
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

本
論
文
は
、
理
事
会
に
お
け
る
調
査
員
派
遣
決
議
が
日
本
側
の
外
交
的
勝
利
だ
っ
た
こ
と

の
指
摘
を
以
て
終
わ
る
が
、
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
検
討
を

重
要
な
課
題
と
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
報
告
書
の
採
択
ま
で
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
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本
論
文
は
上
記
し
た
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
・
課
題
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
の
外
交
文
書
・
旧
陸
軍
文
書
を
博
捜
し
な
が
ら
、
外
交
史
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
ロ

シ
ア
や
中
国
・
英
国
の
史
料
・
文
献
を
駆
使
し
、
東
北
ア
ジ
ア
に
大
き
な
利
害
を
持
つ
諸
国

の
国
内
事
情
、
外
交
政
策
を
踏
ま
え
、
日
本
の
そ
の
後
の
歴
史
を
決
定
づ
け
る
、
昭
和
四
年

か
ら
七
年
初
頭
ま
で
の
外
交
政
策
の
形
成
を
論
じ
、
そ
の
政
策
が
国
際
協
調
シ
ス
テ
ム
の
中

で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し
て
、
高
い
評
価
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
種
稲
秀
司
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
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學
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